
文

法
〈
史
的
研
究
l
古
代)

『
国
語
学』
第七
九
集の
「お
知
らせ」
に
よ
れ
ば 、
学
界
展
望
に
つ
い

て
の
アン
ケ
ート

の
結
果は 、
金三
四五
通の
回
答数の
う
ち 、
二
二
八
通
す

な
わ
ち
全
回
答
者の
約六
六パ
ーセ
ン
ト

が 、
「現
在の
ま
まで
よい」
と
い

う
意
見で
あっ
た
と
い
う 。
「
現
在の
ま
まで
よい」
とい
う
表
現は 、
個々

の
回
答の
文
面を
そのニュ
アン
ス
まで
も
含め
て
正
確に
伝え
る
もの
で
は

な
か
ろ
うか
ら 、
その
う
ちの
ど
れ
く
らい
が
「
現
在の
ま
ま」
を
積
極
的に

支
持
する
もの
で
ある
の
か 、
あるい
は 、
消
極
的に
容
認
する
もの
で
し
か

な
い
の
か
とい
う乙
と
は 、
わ
か
らない
け
れど
も 、
そ
れは
そ
れと
し
て 、

その乙
と
以
前に 、
と
の
稿の
筆
者に
は 、
そ
もそ
も「
現
在の
ま
ま」
とい

う
表
現の
意
味
する
内
容
自
体が
容
易に
理
解で
き
ない
の
で
ある 。
すな
わ

ち 、
隔
年に一
回
過
去二
年間の
学
界の
状
況
を
適
当
な
項目に
分
けて
展
望

する
とい
う 、
い
わ
ば
その
ワ
ク
と
もい
うべ
き
もの
につ
い
て
は
分
明
で
あ

る
と
し
て
も 、
展
望の
内
容や
方
法につ
い
て
「現
在の
ま
ま」
とい
う 、
そ

の
内
実は 、
一
体ど
うい
う乙
と
な
の
で
ある
か 。
ちな
みに 、
過
去一 、
二

回
の
展
望
号を
読み
返
し
て
みて
も 、
その
内
容や
方
法は
多種
多様で
あっ
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て 、
そζ
に 、
よ
るべ
き
「現
在の
ま
ま」
の
現
在を一
つ
の
明
確な
形で
把

握
するζ
と
は 、
き
わ
め
て
困難で
ある 。
展
望が
著
書や
論
文の
名の
単な

る
羅
列や
そ
れ
らの
内
容の
紹
介に
終る
もの
で
ない乙
と
は 、
ζ
と
にい
う

まで
もな
い
こ
とで
あ
ろう 。
「現
在の
ま
ま」
を
肯
定
する
意
見
が 、
そ
う

い
う
内
実につ
い
て
の
分
析な
しに
出さ
れてい
る
もの
で
ある
と
した
ら 、

そ
れは
問
題で
ある 。

国
語
学は 、
周
知のど
と
く 、
国
語
学史
学ない
し
は
国
語
研
究史
学と
呼

ば
れ
る
とと
ろの
領
域を
もつ
が 、
そ
れ
が 、
単に
過
去の
研
究業
績を
時
代

的に
定
位し
研
究の
歴
史的
社
会的
系譜
を
明
ら
かに
する
もの
に
と
ど
まる

もの
で
な
く 、

他な
らぬ 、
その
研
究史
学に
た
ずさ
わ
る
者が 、
自己の
学

が
ど
う
あるべ
きか
を 、
歴
史的
必
然の
上に
立っ
て
決
定
する
た
めに乙
そ

ある
もの
で
あるこ
と
を
認
識
する
と
き 、
国
語
研
究史
学は 、
江
戸
期や
明

治
期
もさると
と
な
が
ら 、
さ
し
あたっ
て
自己に
最
も近
接
する
と乙
ろの

時
期を乙
そ
ま
ず
その
対象と
すべ
き
もの
で
ある
とい
わ
な
け
れば
な
らな

い 。
遠い
過
去は 、
い
う
まで
もな
く 、
昨日
の
延
長
線上に
位置
する
もの

で
あ
り 、
遠い
過
去の
研
究が 、
現
在に
生
きて
研
究を
志
す
者に
何かを
示

唆
するζ
と
が
ある
と
す
れば 、
そ
れは 、
昨日
今日
の
研
究に
そ
うい
う
も



の
が
認
め
ら
れ
ない
場
合に
限
ら
れ
る
の
で
あっ
て 、
研
究
者
は 、
ま
ず 、
自

身が
生
き
て
研
究
し
てい
る
現
在の 、
その
流
れ
を
熟
視し 、
そζ
に
自
己の

研
究の
存
在
意
義な
り領
域な
りを
見い
だ
すべ
き
だ
か
らで
ある 。
現
況の

展
望
を 、
ζ
の
よ
うな
意
味で 、
研
究
史の
中に
位
置づ
ける
な
ら
ば 、
展
望

の
本
来の
姿は 、
自
己の
所
属
する
時
代の 、
そ
れな
る
が
故に
混
沌と
し
て

対
象
化
す
るζ
と
の
困
難な
状
況の
中か
ら 、
学ぶべ
き
そ
し
て
発
展
さ
すべ

き
研
究
対
象や
研
究
方
法の
方
向
を
見い
だ
す乙
とで
あ
り 、
そ
れ
に
よっ
て

自
己の
研
究の
視
座
を
定
位
する
た
めの
もの
で
ある
とい
うζ
と
がで
き
る

で
あ
ろ
う 。

法

間
断
な
く

継
続し
てい
る
研
究
を二
年
間とい
う
長
さに
切っ
て
展
望
する

と
と
の
意
味
も
含め
て 、
展
望
と
は
何
か
とい
うと
と
が 、
根
本
的に
検
討さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し 、
『
国
語
年
鑑』
や
『国
語
国
文
学研
究

文
献
目
録』
な
ど
に
よっ
て 、
著
書・
論
文
名の一
覧が
よ
りよい
形で
可
能

に
なっ
て
い
る
現
在 、
展
望はい
か
に
あるべ
き
か
とい
う
問
題や 、
貴重な

学術
雑
誌の 、
八
冊の
う
ちの
ほ
とん
ど一
冊
を
展
望に
あて
ると
と
の
是
非

の
問
題
な
ど
も 、
あ
らた
め
て
検
討
さ
れな
けれ
ば
な
らない 。
とい
う乙
と

で 、
と
の
稿の
筆
者と
し
て
は 、
「現
在の
ま
ま」
の
展
望
を
全
面
的
な
い
し

無
条
件に
よ
し
と
するζ
と
はで
き
ない
け
れど
も 、
乙
と
は
展
望
その
もの

につ
い
て
の
議
論が
許
さ
れ
る
場で
は
ない
か
ら 、
問
題
を
提
起するに
と
ど

め 、
今
後
展
望につ
い
て
論
議の
展
開
さ
れ
ると
と
を
期
待
し
て 、
先に
進
ま

な
け
れ
ば
な
らな
い 。

と
ζ
ろで 、
依
頼
状に
そ
え
ら
れた
項
目一
覧に
よ
れ
ば 、
今
回
の
展
望

は 、
項
目が
か
な
り
細か
く

分
け
ら
れ
て
お
り 、
「
文
法の
史
的
研
究」
に
関

連
す
る
と
ζ
ろの 、
「
語史」
や
「
文
体・
文
章」(とれには当然史的研究も

含まれるのであろう〉
な
ど
の
項
が 、
別
に
立
て
ら
れ
てい
る
よ
うで
ある 。

文

項
目が
細
分さ
れてい
る
方が 、
対
象と
すべ
き
論
文が
少な
くて 、

展
望
す

る
者に
とっ
て
は
あ
りが
たい
の
で
ある
が 、
一
方 、
何が
文
法
論で
あ
り 、

何が
語
実
論・
意
味
論・
文
体論な
どで
ある
か
とい
うζ
と
は 、
意
見の
わ

か
れ
る
とζ
ろで
あ
り 、
また 、
ある一
つ
の
論
文の
内
容が 、
二
つ
以上の

項
目に
また
が
る
もの
で
ある
場合
も
少な
くない 。
とい
う乙
とで 、
ζ
の

稿で
当
然
対
象と
さ
れ
るべ
き
論
文が 、
ζ
の
稿の
筆
者の
見
解によっ
て
除

外
さ
れて
し
ま
うと
と
が
ある
か
もし
れない 。
さ
らに
また 、
論
文
名を知

りな
が
ら
披
見
する
機
会にめ
ぐま
れな
かっ
た
論
文
もあ
り 、
そ
うい
う
点

で 、
乙
の
展
望が
偏
頗な
内
容に
なっ
てい
るの
で
はない
か
と
恐
れる 。
そ

の
点につ
い
て 、
大
方のど
諒
承
を
得た
上で 、
具
体的
展
望に
移
りたい 。

きて 、
ま
ず 、
用
言につ
い
ての
研
究
か
ら
みてい
く
と 、
今
期
は 、
特

に 、
活
用の
起源につ
い
て
の
論が
目
立っ
た 。
ま
ず 、
動
詞の
活用の
起
源

につ
い
て
は 、

①
馬
測
和
夫
「活
用
語の
成
立」(『日本文法新書・
上代のζとば』)

②
川
端
善
明「
名
詞
の
活
用
以
後
||動詞活用への

対応
||上・

下」(『国

路国文』
昭和四三年七・
八月)

③川
端
善
明「
動
詞
と
し
て
の
活
用
111連用 、

終止形の連合
||(『国語国

文』
昭和四四年四月〉

④後
藤
和
彦
「
東
語
『なふ』
の
活
用に
関
する
私
見」(『国語国文』
昭和

四三年九月〉

な
ど
の
論
文が
あっ
た 。

馬
測氏
①は 、
大
野
晋
氏の
活
用
起源
説が
子
音
終止の
語
幹を
想
定し
て

い
るζ
と
に
難
点が
ある
と
し
て 、
未然
形は
本
来的に
被
覆形で
あ
り 、
連
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用
形は
その
被
覆
形にi
がつ
い
て
成
立
する 、
そ
うし
て 、
終
止
形は 、
明確

に
述べ
ら
れて
はい
ない
け
れど
も 、
連
用
形
に
「う」(存在の怠?)
がつ

い
て
成
立
し 、
連
体
形は
終止
形に
連
休
修
飾機
能
を
持
つ
可
ミ2
とい
う

接
辞がつ
い
た
もの 、
さ
らに 、
巳
然
形は
終止
形に
可叩\お
とい
う
条
件を

意
味す
る
接
尾
辞がつ
い
た
もの
で
あ
り 、
命
令
形は
連
用
形
に
苫守む
と

い
う
命
令の
接
辞がつ
い
た
もの
で
あ
る
と
論
ずる 。
図
式化
す
れば 、
次の

よ
うに
な
ろ
う 。

+i

+
「
う」

+
刊
/叩

未然
形
Il
llv

連用
形
||
|↓

終止
形
||
|↓
連
体
形

一一

一

一

一
lv

命
令
形

「|
|↓己
然
形

(
被
覆
形)

+
m
/
戸

+ .戸/四日

大
野
氏の
起
源
説と
閉じ
か
そ
れの一
部
修正
的な
と乙
ろ
も
あ
る
が 、
④

無理
に
子
音
終止
形
式を
想
定し
な
くて
もよい
ζ
と 、
@
形
態
的
説
明
すな

わ
ち
音
韻
変化の
説
明
が
よ
り
単
純
化
かつ
合理
化
さ
れた乙
と 、
さ
らに 、

乙
れ
が
もっ
と
も
重
要な
点で
あ
る
が 、
。
未然
形の
形
態と
機
能につ
い
て

留
意し 、
そ
れを
被
覆
形と
し
て
と
ら
え 、
そ
ζ
か
ら
露
出
形で
あ
る
連
用
形

の
成
立
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
点な
ど 、
大
野
氏
説を乙
えた 、
注
目
すべ
き

卓
論
と
い
うべ
き
で
あ
ろ
う
(な
お、
馬
淵
氏は
①の
中で
動
詞の
活
用の
種
類の

成
立につ
い
て
も
語
幹母
音の
母
音
調
和に
着
目
し
て
興
味
深い
仮
説
を
提
示
して
お
ら

れ
る)。川

端氏の
②
①を
は
じ
め
と
す
る一
速の
精
力
的な
研
究は 、
ま
さに
特
筆

すべ
き
今
期
最
大の
研
究
成
果の一
つ
で
あ
ろ
うが 、
被
覆
形を
その
出
発
点

と
す
る
点
は
馬
測
氏の
場
合と
共通
し
てい
る 。
き
わ
め
て
濃
密で
し
か
もや

や
難
解な
論の
内
容を
わ
か
りや
す
く

要
約し
て
示
すと
と
は
困
難
で
あ
る

が 、
下
段の
図の
よ
うに 、
被
覆
形H
形状
言に
語
的
独立
化
語
尾i
がつ
い

て
露
出
形で
あ
る
名
詞また
は
動
詞の
連
用
形が
成
立
する 、
その
音
変化
は

三つ
の
法
則に
要
約さ
れ
る
が 、
名
詞の
場
合

と
動
詞の
場
合とで
変る
とと
ろが
ない
ハし

た
がっ
て
川
端
氏は
名
詞につ
い
て
も
活
用とい
う

ζ
と
ば
を用い
られ
る)、
終
止
形
は
「
形
状
言

形
態の
ま
まの
動
詞
的
独立
形」
で
あ
り 、
連

体
形は
終止
形か
ら
成
立
し
た
もの 、
さ
らに 、

未然
形は
連
用
形の
内
部に
覆
わ
れで
あっ
た
もの
が
分
立
し
た
もの
と
い

うの
が 、
その
論
旨で
あ
る 。

一
体に
従
来の
活用
起源
論に
おい
て
は 、
語
形だ
け
が
音
韻
変化の
面か

ら
重
視さ
れ 、
活
用
形の
文
法的な
面
あ
るい
は
意
味の
面は
軽
視さ
れが
ち

で
あっ
た
が 、
川
端氏の
論は 、
活
用を
単に
形
態の
問
題と
し
て
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
本
質的に
意
味の
問
題と
し
て
と
ら
えてい
る
点 、
さ
らに 、
名

詞の
「
活
用」
が
統一
的に
説
明
さ
れ
うる
な
ど
適
用
さ
れる
活
用の
範
囲が

き
わ
め
て
広い
点な
ど 、
高
く評
価
さ
れるの
で
ある 。
一
読し
た
とこ
ろで

は
(
川
端
氏の
論は実に再
読三
読
すべき
論である
がて
十
分に
理
解で
きな
い

点
も
あ
り 、
ま
た 、
終止
形が
ウ
とい
う
語
形で
あ
ると
との
積極
的な
説
明

が
示
さ
れない
な
ど
問
題が
残
らない
で
は
ない
が 、
形
態・
機
能・
意
味を

ト
ー
タル
に
把
握し
た
論の
展
開
は
みご
とで
あ
り 、
従
来の
活用
起源
論に

は
見ら
れな
かっ
た
新しい
方
法と
その
方
法に
よ
る
新しい
帰
結と
を
示
さ

れた
画
期的な
卓
論で
あっ
た 。

後
藤
氏
④は 、
助
動
詞
「なふ」
の
活
用
形
式が
形
容
詞型で
あ
るこ
と
を

論じ
た
もの
で
あ
る
が 、
その
中で
動
詞の
活用
形の
起
源につ
い
てふ
れ 、

動
詞の
本
来の
連
用
形語
尾はウ
段
音で
あ
り 、
連用
形が
さ
まざ
まな
性
質

を
備え
る
活用
形で
あ
る
が
故に 、
か
えっ
て
自
己
崩
壊し
て 、
その
断
止
性

を
発
揮し
て
終止
形に
後
続
性を
発
揮し
て
連体
形・
巳
然
形な
どに
転
身し

未 形被 終然三=状覆ニニキ止
形 . 言形 形
↑|刊l
I Jアー↓ ↓ 
| 連 名 逮」一一用 体

形 詞 形
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法
て
し
まい 、
その
跡をつ
ぐ
もの
と
し
て
新しい
連
用
形が
登
場し
た
とい
う

仮
説
を
述べ
てい
る 。
着
想
は
お
もし
ろい
が 、
も
う
少し
詳
論さ
れて
か
ら

で
ない
と
意
見は
述べ
ら
れ
ない 。

次に 、
形
容
詞の
活
用
形
の
成
立に
関
す
る
論に
は 、

⑤岡
村
昌
夫
「
形
容
詞の
活
用の
成
立」(『日本文法新書・
上代のζ
とば』)

⑥
田
中
喜
美
春
「
係
助
詞
「ζ
そ』
の
生
成と
形
容
詞
連
体
形
の
発
達」

(『月刊文法』
昭和四四年一一
月)

⑦後
藤
和
彦「
東
語
『な
ふ』
の
活
用に
関
す
る
私
見」(『国語国文』
昭和

四三年九月)

な
ど
が
あっ
た 。

ま
ず 、
岡
村
氏
⑤は 、
形
容
詞の
発
達
時
期を 、
無
語
尾・
シ
語
尾
時
代の

第一
期とカ
行
語
尾
時
代の
第二
期とに二
分し 、
ク
活
用
とシ
ク
活
用
との

別
は 、
その
活
用の
固
定し
た
時
期が
無
語
尾
時
代で
あっ
た
かシ
語
尾
時
代

で
あっ
た
かに
よ
る
と
す
る 。
そ
うし
て 、
連
用
形
は
「
場
所」
と
か
「
も

の」
の
意
を
表わ
す
体一言
「
く」
がつ
い
て
成
立し
た
と
し
て 、
その
他の
活

用
形につ
い
て
は 、
助
動
詞
「き」
助
詞
「し」
さ
らに
は
動
詞
「
為」
「
来」

な
ど
と
関
連させ
て 、
みど
とに
説
明
し
て
みせ
る 。
説
得
力の
あ
る
仮説で

あ
る 。
た
だ 、
し
か
し 、
無
語
尾
形
態か
らシ
語
尾
形
態へ 、
そし
て
カ
行語

尾
形
態へ
とい
う
順で
成
立
し
てい
くと
と
は 、
観
念
的に
は
認
め
ら
れ
もし

よ
う
け
れど
も 、
す
くな
くと
も
実証し
う
る
か
ぎ
りに
おい
て
は 、
と
れ
ら

三
者の
間に
き
わ
だっ
た
時
代
差は
認
め
ら
れない
の
で
あっ
て 、
む
し
ろ三

者は
時を
同
じ
くし
て
併
存する
もの
で
あ
る
か
ら 、
三
者の
ど
れ
が
早い
と

い
う
よ
う
な
通
時
論
的・
発
生
論
的な
説
明で
は
な
し
に
各種の
語
形を
共
時

態と
し
て
と
ら
え 、
そ
れ
ら
相
互の
関
係を
体
系的に
論じ
た
な
らば 、
さ
ら

に
説
得
力
が
ま
すの
で
は
ない
か 。

文

③
橋
本
研一
「
万
葉
集に
お
け
る
『
恋ひ
し
く』
の
文法的
解
釈につ
い
て

||
助
動
詞
『き』
の
意
味
との
関速か
ら
ll
H・
ω」
(『国語
研
究』
二
五・

一一ムハ口守〉

は 、
一
般に
上二
段
動
詞
連
用
形
「恋ひ」
+
助
動
詞
連
体
形
「し」
+
準
体

助
詞
「く」
と
説か
れてい
る
「恋し
く」
につ
い
て 、
その
意
味や
文
法の

面か
ら
考
察し
た
もの
で
あ
り 、
と
くに
「恋し
くに

痛きわ
が
身
そ」(万葉

・
三八一一)
の
「
恋し
く」
が
形
容
詞の
連
用
形その
もの
で
あ
る
乙
と
を

論じ
た
部分
は
説
得
力が
あ
る
が 、
岡
村
氏
⑤な
ど
と
合せ
読まるべ
き
もの

で
あっ
た 。

さて 、
国
中
氏
⑥は 、
主
と
し
て
係
助
詞
「乙
そ」
が
指示
代
名
詞
「と」

と
係
助
詞
「ぞ」
の
古
形
「そ」
と
か
ら
構
成さ
れた
もの
で
あ
り 、
「乙
そ」

は
本
来
逆
接の
前提
句を
作る
もの
で
あ
る
とい
うよ
り
も
択出
強
調に
あ
ず

か
る
もの
で
あっ
た
とい
うと
と
を
論証し
よ
うと
し
た
もの
で
あ
る
が 、
係

劫
詞
「ぞ」
の
結び
が
連
体
形で
あ
る乙
と
か
ら 、
奈
良
時
代
に
形
容
詞
が

「ζ
そ」
を
承
けて
連体
形で
結ん
でい
るの乙
そ
が
本
来で 、
あ
ら
ゆる
活

用
語
が
もと
「乙
そ」
を
承
けて
連
体
形で
結ん
でい
た
と
み
るべ
きで
あ
る

と
する 。
そ
うし
て 、
「
小
芹と
そ
ゆで
て
も
む
まし」(催馬楽・
大芹)
の
よ

うな
「こ
そ」
を
承
けた
「
|し」

とい
う
語
形の
存
在に
注
目し 、
乙
れ
が

「
|き」

と
同一
の
位
置に
立っ
と乙
ろか
ら 、
形
容
詞に
おい
て
は 、
巳
然

形と
同
様
連体
形
も
発
達が
遅
れてい
たの
で
は
ない
か 、
その
た
めに
連
体

形の
機
能を
も
果し
うる
終止
形が
代
用
さ
れ 、
連体
形と
し
て
固定し 、
そ

の
後に 、
「|き」
とい
う
形が
独
自に
発
達し
た
もの
で
あ
ろうと
推
論
す

る 。
論理
的な
論の
展
開に
は
好感が
持
て
る
が 、
た
と
え
ば 、
「
lき」
と

同一
の
機
能は
岡
村
氏の
無
語
尾花
も
存するの
で
あ
り 、
形
容
詞の
語
形と

その
機
能とにつ
い
て
も
う
少し
広
くかっ
柔
軟に
考えた
ら 、
論が
別の
方
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向に
展
開
する
可
能
性
も
あ
りそ
うで
あ
る 。
論理
を
尊ぷ
な
らば 、
や
は
り 、

連
体
形や
己然
形の
成
立
が
遅
れた
理
由
を
含めて 、
形
容
詞の
活
用
形の
成

立
が
体
系的に
考
察さ
れ
るべ
きで
あ
ろ
う 。

③春日
和
男
『
存在
詞に
関
する
研
究
||ラ変活用語の展開
11』

の
刊
行
もまた 、
今
期の
大
き
な
収
獲の一
っ
と
し
て
特
筆し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う 。
限
ら
れた
紙
幅で
は
内
容の
かいつ
まん
だ
紹
介
す

ら
も
省
略に
従
わ
ざ
る
を
え
ない
が 、
ラ
変活
用
語
研
究の
到
達し
えた
銭
高

水
準を
示
す
もの
で
あ
り 、
今
後ζ
の
方
面の
研
究が 、
ζ
の一局
著
を
無
視し

て
は
進
む乙
と
が
で
き
ない
と
と
は
確
実で
あ
る 。

以上
を
要
す
る
に 、
今
期は 、
動
詞、
形
容
詞、
そし
て
春日
氏
⑨に
お
け

る
形
容
動
詞と 、
用
言の
活
用
成
立
論の
ま
さに
花ざ
か
りで
あ
り 、
その
方

法に
おい
て
また
結
論に
おい
て 、
従
来の
研
究か
ら
大い
に
前
進し
た
とい

うと
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う 。

な
お
用
言につ
い
て
は 、
他に 、

⑬
森
野
宗
明
「中
古に
お
ける
特
殊
な
命
令
表
現
形
式
||儀式用語を中心

として
||」(『月刊文法』

昭和四四年一
二
月)

@北
原
保
雄
「
形
容
詞
『ヒ
キ
シ』
孜
||形容動詞『ヒキナリ』

の確認

||」(「国語国文』
昭和四三年五月)

な
ど
が
あっ
た 。

森
野
氏
⑬は 、
中
古の 、
公に
お
け
る
式事
執
行の
場で
の
命
令
表
現が
当

時の一 、
二
段お
よ
び
サ
変
活
用の
動
詞に
あっ
て
も
四
段
活
用の
場
合の
よ

う
に
「よ」
を
伴
わ
ない
命
令形に
よ
る
場
合の
あっ
た乙
と
を
多
方
面の
用

例か
ら
論じた
もの 。
「よ」
を
伴わ
ない
命
令
形
が 、
古
き
代の 、
伝
統
的

な
語
法で
あ
る
とい
う
結
論は 、
説
得
性に
富む
が 、
乙
の
「よ」
を
伴わ
な

い
命
令形の存
在
は 、
や
は
り
命
令形
内
部の
問題で
あっ
て 、
た
光
ち必
そ

の
動
詞が
四
段
活
用で
あ
る
とい
うと
と
を
意
味する
もの
で
は
ない
で
あ
ろ

う 。
すな
わ
ち 、
た
と
えば 、
命
令形
「お
はせ」
の
存在
は
「お
は
す」
に

四段
所
属の
もの
が
あ
るこ
との
証
拠た
りえ
ない
の
で
は
ない
か 。

北
原
⑪
は 、
シ
ク
活
用の
語
幹
末音
節がシ
とい
うイ
列
音で
あ
るの
に
対

し
て 、
ク
活
用の
語
幹
末音
節が
決し
て
イ
列車日で
は
ない
とい
う 、
文
法と

立目
韻と
に
また
が
る
命
題の
確
か
らし
さを 、
その
例
外
例
「ヒ
キシ」
につ

い
て
考
察し
た
もの 。
形
容
詞の
活
用
形成
立
論に
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
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次に
助
動
詞につ
い
て
みる 。
ま
ず 、
助
動
詞の
相互
承
接に
関
する
もの

f」
みaa、⑫

大
野
普
「日
本人の
思
考と
述
語
様
式」(『文学』
昭和四三年二
月)

⑬梅
原
恭
則
「古
今著
聞
集に
於
ける
助
動
詞の
相
互
承接」(『文学論藻』

四三号)

な
ど
が
あっ
た 。

大
野
氏
⑫は 、
助
動
詞を
その
意
味に
よっ
て
分
類し 、
源
氏
物語の
助
動

詞が
①人
為自
然
②
尊
敬
③完
了
存
続
④
推
量
否
定
記
憶
⑤
相
手へ
の
働

きか
け(ただしとれは助詞)
の
順に
承接
すると
と
を
お
さ
え 、
助
動
詞の

配
列に
は
「日
本人の
思
考 、
あるい
は
物の
見
方の 、
基
本
的な
様
式が
示

さ
れ
る」
とい
う
命
題
か
ら 、
た
と
えば 、
「ス 、
サス
とル 、
ラ
ル
と
が
動
詞

の
直
下につ
く乙
と
は 、
日
本人が 、
あ
る
動作や
状
態を
判
断
する
と
き 、
そ

の
動作 、
状
態が
人
為 、
作
為的な
もの
で
あ
る
か 、
自
然の
ま
まの
もの
で
あ

る
か
に
最
初に
注
意し
たζ
と
を
意
味し
てい
る」(傍点筆者)
な
ど
の
ご
と

く 、
明本人の
判
斯の
直
列の
秩
序を
論じた
もの 。
んた
がっ
て、
と

の
論



法
で
は 、
助
動
誌の
相
互
承
接の
順
序がい
か
な
る
原理
に
よ
る
もの
で
ある
か

とい
うと
と
につ
い
て
は 、
結
局の
とこ
ろ 、
論じ
ら
れてい
ない
よ
うで
あ

る 。
もし 、
こ
の
論が 、
助
動
詞の
相
互
承
接の
順
序の
原理
につ
い
て
論じ

た
もの
で
あ
る
と
す
れば 、
そ
れ
は 、
助
動
詞の
承
接
順
序は
判
断の
配
列の

秩
序を
示
す
もの
で
あ
り 、
その
秩
序に
従っ
て
助
動
詞は
相
互
承
接し
てい

るの
で
あ
る
とい
う
論理
で
あ
り 、
広三o-o同『切
に
なっ
て
し
ま
う
か
らで
あ

る 。
大
野
氏
が
冒
頭で
ひ
き
あい
に
出
し
て
お
ら
れ
る
英
語
に
あっ
て
も 、

吋
gg
|〉g自

主Oロ
lHU

Zg
l〉田町四三
|〈ano
-

-YHHHn江口ロ
(
H
〈向『)

(』00凹
斗
Z
何回mzmy
〈2
3
の
よ
うに 、
人
為(〈orm)
が
動
詞に
最

も
近
く
位
置し 、
推
量や
過
去
(〉帥お35p
叶，o
g自)
が
動
詞に
最
も遠
く

位
置
す
る
な
ど
日
本
語の
場
合と
類
似
するの
で
あっ
て 、
そ
れ
は 、
助
動
詞

の
配
列
が
構
文
論
的
原理
に
よっ
てい
る
もの
で
あるこ
と
を
恩
わ
せ
るの
で

あ
る 。
な
お 、
「
指
定の
ナ
リ
は 、
①に
も
②に
も
③に
も
④に
もど
と
に
で

もつ
く」
とい
うの
は
誤
りで 、
す
くな
くと
も
源
氏
物
語で
は 、
指
定の
ナ

リ
は
④
以
下に
はつ
か
ない
とい
うの
が
事
実で
あ
り 、
ナ
リ
は 、
③の
メ
リ

に
も
下
接し
ない
〈北原⑬参照) 。
また 、
②の
「
家ル」
に
①
の
「ス」
が

下
接
すると
と
も
あ
る 。

梅
原
氏
⑬は
記
述
的
研
究 。
氏
は
まだ
学
部の
学
生で
ある 。
将
来を
期待

し
たい 。

⑬後
藤
和
彦
「
時
間
性
と
言
語
||助動詞の組織を中心として
||」(『国

語国文』
昭和四四年一
二
月〉

は 、
構
想
が
大で
興
味
深
く
読ん
だ
が 、
@
助
動
詞
「む」
の
語
源を
動
詞

品d

「
観る」
に 、
助
動
詞
「き」
の
語
源
を
動
詞
「
聴く」
の
語
源
「
聴」
に
求

め
て 、
「
未
来に
対
応
する
話
者は 、
未
来を
観ると
と
はで
き
る
が 、
話
者

に
対
立
する
過
去 、
つ
ま
り 、
連
続し
て
は
ゐ
る
け
れど
も 、
その
間に
現
在

文

が
介
在し
て
相
対し
て
ゐ
る赴去の
事
態を掛るこ
と
はで
き
ず 、
静
く以

外

に
手立て
を
持た
ない
の
で
ある」
と
述べ
て
お
ら
れ
る
あた
り 、
あ
るい
は

@文
献上
は
全
く
認
め
ら
れない
「まし
し」
とい
う
語を
想
定し 、
そ
れが

使
用
さ
れな
かっ
た
理
由
が
音
韻的な
もの
で
あ
り 、
助
動
詞
「ベ
し」
が
そ

の
現
実的
形
態で
あ
る
と
し
て
「『ベ
し』
の
『ベ』
に
『ましし』
の
『ま』

と
『し』
と
に
匹
敵す
る
だ
けの
機
能が
托さ
れて
ゐ
る」
と
考え
ら
れる
あ

た
り 、
さ
らに
は 、
。
「め
り」
「
終止な
り」
が 、
そ
れ
ぞ
れ 、
助
動
詞

「む」
の
連
用
形
「み」
助
動
詞
「ぬ」
の
連
用
形
「に」
に
「あ
り」
が
熟

合し
て
成
立
し
た
と
考え
ら
れる
あた
り 、
な
ど
は 、
現
在の
語
源
論・
形
態

論の
常
識を
は
る
かにと
える
もの
で
あ
り 、
納得で
き
ない
人が
多い
で
あ

ろ，っ 。⑬北
原
保
雄「
中
古の
助
動
詞の
分
類
||文構造解明へ

の一
つの接近
|」

〈『和光大学人文学部紀要』
3)

は 、
中
古の
助
動
詞を 、
「
連
休な
り」
の
構造
的
意
味に
着目し 、
そ
れに

上
接
す
る
か
下
接
す
る
か 、
あるい
は
上
接
も
下
接
も
する
か
に
よっ
て 、
三

分し 、
そ
れぞ
れの
類の
性
質につ
い
て
考えて
みた
もの 。
さ
らに
構文
論

に
発
展させ
る
予
定 。

助
動
詞の
成
立
や
史
的
展
開花
関
する
論で
は 、
ま
ず 、

⑬阪
倉
篤義
「『べ
し』
『らし』『ら
む』
『けむ』
につ
い
て」(『曲
一謀説明…

国語学論集』〉

⑫
山口
佳
紀「平
安
時
代語の
源
流につ
い
て」
(
忌
萩
議
鋒部
Z・
国

漢mU』
⑬
山
崎
馨
「
古
代日
本語
と
その
助
動
詞」
(『担献脚般紙上代文学晶画叢』)

⑬後
藤
和
彦「『まし
じ』
か
ら
『ま
じ』
へ
の
推
移」(
『万一葉』
七O号)

@後
藤
和
彦
「
東
語
『なふ』
の
活
用に
関
する
私
見」(『国語国文』
昭和
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四三年九月)

な
ど
を
読ん
だ 。

阪
倉
氏
⑬は 、
文
脈な
ど
か
ら
帰
納
さ
れ
る
助
動
詞の
「
意
義」
を
語
構
成

の
面か
ら
点
検し
て
み
るζ
と
は
有
意
義な乙
とで
あ
る
と
し
て 、
標題の
四

つ
の
助
動
詞につ
い
て
検
討し 、
「べ
し」
は
「
i7」
に
対
応
すべ
き
「I

パ」
とい
う
情
態
言
が
形
容
詞化し
て
「
iベ
シ」
とい
う
形を
とっ
た
と乙

ろか
ら
成
立
し 、
「らし」
も 、
同
様に 、
情
態
言
構
成の
接
尾語-フ
に
シ(シ

ク活用のシ)
の
接し
た
もの 、
「ら
む」
は
「ら
し」
と
同
じ
ラ
に
「
む」

(「む」
は一
般に
情態言に接続する)
の
接し
た
もの 、
「け
む」
は
過
去
の
助

動
詞
「
き」
と
関
係づ
けて
考
え
ら
れ
る
情
態
言ケ
(E+白vrm)
に「
む」

が
接し
た
もの
で
あ
ると
と
を
論じ
た
もの 。
氏の
語
構
成
論か
らの
当
然の

帰
結で
は
あ
る
が 、
助
動
詞が
動
詞な
ど
のい
わ
ゆる
自
立
語
か
ら
成
立
し
た

もの
と
する
大
方の
見
方に
対する 、
も
う一
つ
のユニ
ー
ク
な
立
場に
立つ

もの
で 、
説
得
力が
あ
る 。

山口
氏
⑫は 、
時
代を
隔て
た二つ
の
言
語に
対
応関
係
が
存
在
す
る
場

合 、
その
両
者は 、
連
続
的な
変
化の
関
係に
あ
る
場
合だ
けで
な
く 、

土庁連

続の 、
交
代の
関
係に
あ
ると
と
も
あ
る
とい
う 、
き
わめ
て
当
然の
ζ
と
|

!こ
の
当
然の
と
と
がこ
れ
まで
あ
ま
り
考え
ら
れ
な
かっ
た
ーーか
ら 、
ズ

シ
テ
と
デ 、
ム
トス
とム
ズ
な
ど
七
項
目
につ
い
て
検
討し 、
平
安
時
代語

が
奈
良
時
代語に
は
連
続
的につ
な
が
らない
もの
で
あ
り 、
平
安
時
代語の

源
流
は 、
奈
良
時
代
語
と
は
別の 、
そ
れよ
り
も
更に
古い
言
語X
に
求め
な

け
れば
な
らない
と
論
ず
る
もの
で
あ
る
が 、
乙
の
論は 、
その
着想の
お
も

し
ろ
さ
結
論の
新し
さ
も
さ
る乙
と
な
が
ら 、
む
し
ろ 、
その
論理
的な
方
法

と
過程と
が一角
く
評
価
さ
れ
るべ
きで
あ
り 、
「
交
代」
と
い
うこ
と
につ
い

て
あ
ま
りに
も

配
慮の
不
足し
てい
た
従
来の
適
時
論に
対する
響
銭
的意
味

を
もつ
もの
で
あ
る
とい
うと
と
がで
き
るで
あ
ろう 。
と
も
あ
れ 、
乙
の
論

の
中で
は 、
種々
の
語
が 、
特に
その
発
生
論
的な
面か
ら 、
論じ
ら
れてい

る
が 、
「や
うな
り」
「
す
(
尊敬)」
「まほ
し」
な
どの
成
立
論は 、
周
到か

っ
論理
的な
検
討に
よっ
て 、
きわめ
て
説
得
力の
あ
る
論に
なっ
てい
る 。

山
崎氏
⑬は 、
氏のζ
れ
まで
の
助
動
詞
成
立
論の
総
括と
もい
うべ
き
論

で
あ
る
が 、
構想が
大きい
だ
けに
限
ら
れた
紙
数で
十
分に
詳
論さ
れてい

ない
の
が
残
念で
あ
る 。
とこ
ろで 、
と
の
稿の
筆
者は 、
今や 、
アム
説が

信じ
ら
れな
くなっ
てい
る 。
かつ
て
は 、
アム
説が
助
動
詞
「む」
の
未然

形に
接
続
す
るこ
と
を
きわめ
て
う
ま
く
説
明し
て
く
れるの
に
感心
し
た
も

の
だ
が 、
「け
む」
に
分
析
的に
認め
ら
れ
る
とい
うだ
けで
他に
は
全
く
そ

れ
らし
き
もの
の
存在の
認め
ら
れない
語
を 、
説明の
た
め
に
想
定
するの

な
ら
と
もか
く 、
実
在し
た
もの
の
よ
うに
考え
ると
と
に
は 、
賛同で
き
な

い
の
で
あ
る 。
大
野
氏の
活
用
起源
論が
今や
根
本
的に
再
検
討
さ
れな
け
れ

ば
な
らない
時
期に
きてい
るζ
と
は 、
前
述の
と
お
り
で
あ
る(ちなみに

い
え
ば、
ζ
乙
に
学
開発展の
あるべ
き
姿が
みて
と
れ
るの
で
ある。
大
野
氏の
説が

と
れ
まで
に
果た
して
きた
学問
的
意
義は
は
か
りし
れない
J。
山
崎
氏
は、
「
ら

む」
が 、
た
と
えば 、
自白Z・?曲目ロ↓gSロ-ggロ
の
よ
うに 、
終止
形と

アム
との
間にr
音が
介入
した
も
の
か
ら
成
立
し
た
と
し
て 、
「ら
む」
の

「ら」
に
は
動
詞
「あ
り」
の
意
味を
感じ
や
すい
が 、
そ
れ
は 、
む
し
ろ 、

直
前の
終止
形語
尾u
の
持つ
意
味(居)
を
感じ
るの
だ
と
説
明
さ
れ
るの

だ
が 、
「テ
イル」
とい
う
現
在の
意
味は 、
終止
形だ
けが
具
備
し
て
い
る

とで
もお
考え
な
の
だ
ろ
うか 。

な
お
後
藤
氏
⑬は
⑬と
合せ
読ま
れ
るべ
き
もの 。
@につ
い
て
は
すで
に

述べ
た(
③⑦)O

@
森
昇一
「『仰せ
らる』
の
敬
語
化」(『国語研究』
二七号)
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は 、
「
仰せ
ら
る」
が
本
来
受
身の
表
現の
もの
で
あ
り 、
そ
れが
尊
敬
の
表

現に
変化
し
た
の
は 、
謙
譲
語
「
奉る」
「
参る」
な
ど
が
尊
敬
語に
も
転
用

さ
れ
る
乙
と
に
類
す
る
もの
で
ある
と
論じ
てい
る
もの
の
よ
うで
ある
が 、

「
仰せ
ら
る」
が 、
謙
譲か
ら
尊
敬へ
で
はな
く 、

受
身か
ら
尊
敬に
か
わ
る

の
は 、
詮
ず
る
と乙
ろ 、
「らる」
の
問
題で
はない
だ
ろ
う
か 。
さ
ら
に 、

「
仰
す」
は
本
来
無
敬
語で
あっ
て
も 、
命ズ
ル
とい
う
所
為は 、
常に
上
位

者の
もの
で
あっ
た
か
ら 、
そと
に
尊
敬
語
化へ
の
契
機が
存し
た
わ
けで
あ

ろ
う 。

法

⑫
穐
回
定
樹
「『宣
は
す』
『
仰せ
らる』
と
その
周
辺」
(『親和女子大学研

究
論
集』
二
号)

は
未
見 。

⑧
浅
見
徹
「
推
畳
系
助
動
詞
の
分
布」
(「
国
語
国
文』
昭
和
四
四
年一
O
月)

は 、
上
代か
ら
近
世にい
た
る
多くの
資
料に
つ
い
て 、
「む」
「む
ず」
「け

む」
「
ら
む」
な
ど
九
語の
出
現
状
態を
散
文
と
韻
文
とに
分
けて
調
査
し
た

もの 。
と
れ
まで
に
も
部
分
的に
は
言い
えた
ζ
と
が
数
的に
う
らづ
けを
も

っ
て
納得で
き
る 。
た
だ 、
そ
れ
が
「全
体的な
緊
張
体
系」
に
おい
て
何
を

意
味
する
の
で
あ
る
か 、
「文
体的な
問
題
を
越
え
て
文
法史
的な
現
象と
し

て
捉
え」
ら
れ
る
場
合 、
そ
れ
はい
か
な
る
本
質H
体
系の
反
映で
ある
の
か

な
ど
が 、
今
後の
問
題
と
し
て
残
る 。

@
山口
明
穂
「
助
動
詞
『ら
し』
と
その
周
辺
の
語
||中世

文
語で
の
用
法

||」
(『
国
語
と
国
文
学』
昭
和
四三
年
九
月)

は 、
「
ら
し」
が 、
公
任・
清
輔な
ど
で
は
古い
乙
と
ば
と
し
て
斥け
ら
れ
た

が 、
中
世 、
俊
成
以
後の
人
達に
とっ
て
は
歌
柄を
左
右
する
まで
の
重
要な

位
置
を
し
め
てい
た
と
する
な
ど
創
見に
富む 。
氏
自身
も
述べ
て
お
ら
れ
る

よ
う
に 、
た
と
え
ば
なぜ
「な
り」
は
聞きに
くい
の
か
な
ど
まだ
未
解
決の

文

点
も
ある
が 、
そ
れ
だ
けに
広さと
可
能
性を
もっ
論で
ある 。
文
語の
変
容

の
解
明
は 、
国
語
史
学の
大き
な
課
題の一
つ
で 、
乙
の
方
面の
発展
は 、
今

後
大い
に
期待
さ
れ
る
の
で
ある
が 、
その
際 、
いつ
の
時
代に
あっ
て
も
文

語が
そ
れだ
け
孤
立
し
て
あるの
で
はな
く 、

文
語
と口
語
との
中心に
その

い
ず
れを
も
駆
使
し
た
人
間H
言
語
主
体の
存
在したと
と
を
忘
れて
はな
る

まい 。
文
語
と口
語
と
がい
ちじ
る
し
く
一帯
離
し
て
し
まっ
た
時
代の
語
法的

破
格な
ど
は 、
文
語
と口
語
と
を
結ぶ
中心に
言
語主
体を
す
え
て
み
る乙
と

に
よっ
て 、
新しい
面か
ら
解
明
し
うる
よ
うに
恩わ
れるの
で
ある 。

さて 、
助
動
詞の
意
味・
用法につ
い
て
論じ
た
もの
は 、
あい
か
わ
ら
ず

多い
が 、

⑧中
西宇一
「『ベ
し』
の
推
定
性
||
棟
相
と
推
定と
窓士山
||」

(『万
葉』

七一
号)

⑧中
西字一
「『ベ
し』
の
意
味
||
機
相
的
推
定
と
論
理
的
推
定
||」
(

『
月

刊
文
法』
昭
和
四
四
年一
二
月)

@
竹
岡正
夫
「
古
今和
歌
集
中の
助
動
詞
『ら
む』
の
意
味と
用
法」
(『解

釈』
昭
和
四
四
年
四
月)

⑧
山口
亮二
「『ま
し』
の
意
味
領域」
(『
国
籍
国
文』
昭和
四三
年五
月〉

⑧伊
藤
慎吾「源
氏
物
語
の
助
動
詞
キ・
ケリの
用
例
||用例

を
究
明し

て 、
そ
の
相
迭
を
考
察
す
る
1|

上・
下」
(『武
庫
川
女
子
大
紀
要』
一
五・
工ハ

号〉
@佐田
智明
「あ
ゆひ
抄の
『
け
り』
に
つ
い
て」
(『北
九州大
学
文
学郵
紀

要」
四
号)

@丹
羽
田
鶴
子
「源
氏
物
語に
お
ける
推
量の
助
動
詞
『ま
し』
||反実

と
予
想
||」

(『
女
子
大
国
文」
四
九
号)

@小
路一
光
「
平
家
物
語に
お
ける
助
動
詞
『ツ・
ヌ』
の
意
味・
用
法に
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つ
い
て」
(『佐々
木
八
郎
博
士
古
稀
記
念
論
文集』)

@梶
原
調悦
太
郎
「
中
世説
話に
お
ける
助
動
詞
『つ』
と『ぬ』
につ
い
て」

〈『
国
語
学
研
究」
9)

など
が
あっ
た 。

中
西
氏
⑧
⑧は 、
複
雑な
分
化を
みせ
る
「べ
し」
の
意
味が 、
「ソ
ウ
ダ」

の
怠を
表わ
す八
様
相
的
推
定V
と
「ハ
ズ
ダ」
の
意
を
表わ
す八
論理
的
推

定V
と
のこ
系
列に
大
別
さ
れ
ると
と 、
そ
う
し
て
両
者は 、
必
然の
推
定と

い
う
点で
共
通
する
が 、
その
推
定
把
握
の
し
か
た
に
おい
て
相
違
する
もの

で
ある乙
と
な
ど
を 、
豊
富な
用
例に
よっ
て
論
証し
た
もの 。
文脈
な
ど
に

よっ
て
漫
然
と
解
釈さ
れ
てい
た
意
味を
体
系
化し
「べ
し」
の
本
義を
解
明

し
た
もの
で 、
説
得
力が
ある 。
乙
の
稿の
筆
者は 、
「ベ
し」
が
「連
休な

り」
に
上
位
も下
位
も
すると
とにつ
い
て 、
上
位
する
場
合は
「べ
し」
が

可能・
当
然・
義
務
な
ど
客
観
的
表
現に
あ
ずかっ
てい
る
場
合で
あ
り 、
下

位
する
場
合は
推
量・
意
志な
ど
主
観
的
表
現に
あ
ずかっ
てい
る
場
合で
あ

る
と
考
え
た
が(前掲北原⑬〉 、
「
速
体な
り」
が
主
格主
題
と
関
係
する
も

の
で
ある
と乙
ろ
か
ら 、
「べ
し」
の二
系
列
は 、
中
西
氏のい
わ
れ
る八
様

相
的
推
定V乙
の
稿
の
筆
者の
い
う
客
観
的
表
現の
場
合
は 、
た
と
え
ば 、

梅
の
花
散るべ
く
な
りぬ

の
よ
うに 、
「散るべ
し」
が
形
容
詞の
よ
うな
機
能
で
主
格
「梅
の
花」
と

関
係
する
の
で
あ
り 、
中
西
氏の八
論理
的
推
定V
すな
わ
ちζ
の
稿の
筆
者

の
主
観
的
表
現の
場
合は 、
た
と
え
ば 、

君
来ま
さ
ず
は
(
我ハ)
苦し
か
る
べ
し

の
よ
うに 、
「ベ
し」
は
主
格を
も包ん
で
し
ま
う
もの
で
あ
る
と
考え
ら
れ

(乙
れ
につ
い
て
は
も
う
少
し
詳
し
く
論
じ
な
い
と
理
解
し
て
い
た
だ
けな
い
だ
ろ
う

がて
二
系
列
は 、
文
構造
上
の二
つ
の
場
合と
も
対
応
す
る
よ
うに
考え
ら
れ

る
の
で
ある 。
乙
の
点か
ら
も 、
中
西
氏の
説を
支
持し
たい 。

竹
岡
氏
@は 、
『あ
ゆひ
抄』
と
『玉
緒』
の
所
説を
参
考に 、
「文
型
も一

定の
認
識
あるい
は判
断の
型 、
つ
ま
り『
意
味』
を
表わ
し 、
さ
らに一
定

の
『
陳
述』
を
も
表わ
すの
で
ある」
と
い
う
立
場か
ら 、
「ら
む」
を
含
む

文の
構
造
を
分類整理
し 、
「ら
む」
の
意
味を
解
明
し
た
もの 。
整理
さ
れ

た
文
型
と
「ら
む」
の
意
味とが
みご
とに
対応し
てい
て
き
わ
め
て
説
得
力

が
ある 。
和
泉
式
部日
記
「さき
ざ
き
みた
まふ
らん
人々
」
に
も
論
拠の
あ

る
解
釈が
与え
ら
れた 。

山口
氏
⑧は 、
「ま
し」
の
文法
上の
は
た
ら
きにつ
い
て
は 、
事
実
との

関
係だ
けを
強
調
する
考え
方を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う乙
と
か

ら 、
「ま
し」
の
はた
ら
きが
対象を
非現
実的な
事
態
と
し
て
推
量
的
に
表

現
する
もの
で
ある
と
結
論
する 。
そ
う
し
て 、
「ま
し」
と
「む」
と
の
意

味は 、
非
事
実性に
おい
て一
致
する
が 、
よ
り
非現
実的で
ある
か
よ
り
現

実的で
ある
かで
相
違
する
と
する 。
山口
氏に
は 、
同
様に 、
表
現を
事
実

と
の
関
係だ
けか
ら
考えるζ
と
の
批判
の
上に
立っ
た 、

@
山口
亮二
「仮
定
条
件
法の
表
現
的
特
色

||事実の仮定的表現をめぐ

っ
て
||」

(『
国
語
国
文』
昭
和
四
四
年五
月)

が
ある
が 、
い
ず
れ
も十
分に
ね
りあ
げら
れた
重
厚な
好
論で
ある 。
伊
藤

氏
⑧
佐田
氏
@は
未
見で
ある 。

な
お 、
森
重
氏が 、

@
森
重
敏
弓な
り』
の
表
現
価
値
|ー

そ
の
怠
欲
と
情
緒
||」

(『万
葉』
六

占ハロ守)
⑧森
重
敏
弓な
り』
の
表
現
価
値
||古今

和
歌
集にお
ける
理
法と
比
愉
||」

(『
国
語
国
文』
昭
和
四三
年八
月)

⑨
一森
重
敏
「『
け
り』
の
意
味
分
化
ーーそ

の
現
実
性
と
真
実
性
と
観
念
性
||」
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(『万葉』
七O号)

⑧
森
重
敏
「
仮
想の
世
界」(『国語国文』
昭和四四年一
O月)

な
ど
多
くの

論を
発
表し
て
お
ら
れ
る
が 、
ζ
の
稿の
筆
者に
は 、
と
れ
らの

翁
が
十
分に
読
みと
なせ
な
い 。

その
他に
も 、
助
動
詞につ
い
て
の
論は
多
く 、

特に 、

@
『日
本
語の
助
動詞の
役
割』
(『解釈と鑑賞』
昭和四三年一
O月月)

に
は 、
古語・
現
代語
の
助
動
詞につ
い
て 、
大
野
晋・
峰
岸
明・
竹
内
美
智

子・
岡
村和
江・
佐
伯
哲
夫・
土
井
洋一
・

堀問
要
治・
中田
祝
夫・
永野
賢

・
春
日
和
男の
各氏 、
そ
れに乙
の
稿の
筆
者が 、
か
な
りたつ
ぷ
りの
紙
幅

で 、
その
役
割を
述べ
て
お
り 、
新
見
も
多い
が 、
すべ
て
省
略に
従わ
ざ
る

を
え
な
い 。

四

法

次に
助
詞につ
い
て
み
る
に 、
ま
ず 、
助
詞の
成
立
に
関
する
論で
は 、

@
田
中
喜
美
春
「係
助
詞
『乙
そ』
の
生
成と
形
容
詞
連
体
形の
発
達」

(『月刊文法』
昭和四四年一一
月)

@
後
藤
和
彦
「
接
続
助
詞
『と
も・
ど
も』
の
成立」
(『国
語国文』
昭和四

三年五
月〉

な
ど
を
読ん
だ 。

田
中氏
@の
内
容につ
い
て
は
すで
に
紹
介し
た
が
(⑥参照) 、
方
法
的に

論理
的で
あ
ろ
う
と
する
姿
勢は
高く評
価
さ
れる 。
論
文が
論
文で
あ
る乙

と
の
必
要
条
件は
論理
が
あ
る乙
と
だ
か
らで
ある 。
た
だ
し
か
し 、

方
法が

し
た
がっ
て
過
程
が
論理
的で
あっ
て
も 、
そのと
と
だ
けで
正
当
な
帰
結が

え
ら
れ
る
十
分
条
件
は
満た
さ
れな
い 。
論の
展
開に
は
けち
のつ
けよ
うが

な
い
の
に 、
帰
結が
何と
な
く

変に
感
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る 。
そ
れ
は 、

文

論理
以
前の
観
察
記
録(司円208-
mgzs
gc
k
問
題が
ある
ので
ある 。

そ
うい
う
論につ
い
て 、
「ζ
の
論の
どζ
に
論理
的
欠
陥
が
あ
る
か」
とい

う
形で
賞さ
れて
も 、
答え
ら
れない 。
問
題
は
論理
以
前
に
あ
る
の
で
あ

り 、
実
際 、
その
論
は 、
そζ
に
書か
れてい
る
範
囲で
は
全
く

論理
的で
あ

る
か
らで
ある 。
と
れ
は 、
他な
らぬ 、
ζ
の
稿の
筆
者
自
身に
対する
自
戒

のつ
ぶ
や
きで
ある 。

後
藤
氏
@
は 、
「と
も・
ど
も」
に
お
ける
「と・
ど」
は
「
為」
と
い
う

述
語を
抱
合し 、
「そ
れ
自
身 、
一
体の
助
詞
的
用
言
t用

言的
助詞
た
り
う

る
性
格を
本
来的に
備へ
て
ゐた」
と
し 、
「と」
は
「V
と
判
断ス
ル」
と

い
う
意
味
合い
で 、
句と
し
て
の
叙述を
確か
め 、
引い
て
は
後
句に
対する

前
句の
対立
的
関
係の
度を
高め
る
作用をな
し
てい
る
と
説
く 。
そ
う
し

て 、
「
も」
は 、
その
前
句を
後
句に
対して
卓
越
させ
よ
う
と
し
て
添
加
!

分
出した
と
論
ずる 。
助
詞につ
い
てで
ははな
い
が 、

@
大木正
義
「八
な
ど
や
うにV
八
な
ど
ゃ
うのV
の
成
立
|| ，述語の消

去'
からの
ちかづき
||」(『言語と文芸』

五八号)

は 、
「な
ど
や
うにに
「な
ど
ゃ
うの」
とい
う
慣用
句の
成
立を 、
述
語「い

ふ」
の
消
去か
ら
説
明
する
森重氏の
説を
支持
す
る
も
の 。
後
藤
氏
@
と

大木
氏
@と
は 、
同
じ
「と」
に
対するこつ
の
途っ
た
考
え
方を
示し
てい

る 。助
詞の
史
的
研
究に
属
する
もの
に
は 、

@
山口
明
穂
「中世
文
語に
お
ける
接
続助
詞
『と
も』
||文語行為機構

の一
面
ll」(『国語と国文学』

昭和四四年三月)

@望
月郁
子
「
活
用
語を
承
けるパ
カ
リKつ
い
て」(『常葉女子短期大学

紀要』一
号)

な
ど
が
あっ
た 。

41 



山口
氏
⑬は 、
中
世で
は 、
和
歌や
連
歌に
お
け
る
「と
も」
は
終
止
形を

承
接
する
が 、
歌
論
蓄や
注
釈
書で
は
そ
れ
を
「連
体
形・
と
も」
に
い
い
か

え
てい
る
とい
う
事
実を
指
摘
し 、
中
世で
は日
常の
言
語
感
覚と
文
学作
品

の
表
現
と
の
間に
は
屈
折が
あっ
た
と
し 、
そ
れが
「当
時の
文
語
行
為機
構

の一
面」
で
ある
と
する 。
係
結
び
が
意
図的に
作
り
出
さ
れ
る
形
式で
ある

の
に
対し
て
「
終
止
形・
と
も」
が
無反
省的に
残
さ
れた
形
式で
ある
と
す

る
点に
は 、
異
論
も
あ
ろ
うが 、
前に
山口
氏
@に
関
連
し
て乙
の
稿の
筆
者

が
述べ
たと
と
は 、
ま
さにと
の
「文
語
行
為機
構」
の
ど
と
き
もの
で
あっ

て
言
語主
体を
中心
に
す
え
た
文
語史は 、
今
後さ
らに
研
究
さ
れな
け
れ
ば

な
らない
と
考
え
る 。

望
月
氏
@は 、
活
用
語
を
承
け
る
「ば
か
り」
につ
い
て
上
代お
よ
び
中
古

の
和
文
資
料を
中心に
調べ
た
もの 。
細かい
点で
は
異
論
が
な
く
は
な
い

が 、
「
通
時的に
見る
と 、
大
勢
と
し
て
は 、
終止
形
承
接か
ら
連
体形
承
接

へ
とい
う
流
れが
うか
が
え
る 。
乙
れ
は 、
パ
カ
リ

全
般の
意
義の
変
遷

||

程
度の
意
か
ら 、
見
当
の
意
及
び
限
定の
意へ
||と

か
か
わ
り
合
う
現
象で

あ
ろ
う」
な
ど
新
見に
富
み 、
労
作で
ある 。
な
お 、
望
月
氏に
は 、
同
じ
よ

う
な
方
法に
よ
る 、

@望
月前郁
子
「類義
語
の
意
味
領
域
||ホド
をめぐっ
て
||」(『国語学』

七八集)

が
ある
が 、
と
れ
は 、
語
史の
項に
ゆ
ずる 。

労
作とい
え
ば 、
「の」
一
一 、
O
六三
例 、
「が」
二二 、
三
五
五
例につ
い

て
謁
査
し
た 、

@東
郷
吉
田刀
「
平
安時
代の『の』『が』
に
つ
い
て
||人物
をvつける場

合
ーl」(『国語学』

七五築)

を
あ
げな
け
れ
ば
な
らな
い 。
結
論に
は 、
そ
れほ
ど
目
新しい
もの
はな
い

ょ
うで
ある
が
分
析が
確かで
推
論に
も
飛
躍が
少な
く 、

記
述的
研
究の一

つ
の
典
型といっ
てい
い 。

@
米
山
裕子
「
助
詞
『の
み』
の
研
究」(『学習院大学国語国文学会誌』

一一
号)

は 、
助
詞
「の
み」
を
「ばか
り」
と
対比し 、
通
時的に
考
察し
た
もの 。

助
詞の
意
味・
用法につ
い
て
論じた
もの
で
は 、

⑬
岡
崎正
継
「疑・
問の
表現
||今昔物語のヤ・
カ
||」(『野州国文学』

二
号〉
@
大
岩
正
仲
「『つ
つ』
の
意
味」(『月刊文法』
昭
和四四年一二月)

を
興
味
深
く

読ん
だ 。

岡
崎
氏
⑬は 、
文末の
ヤ
は
「
問」
を
表わ
し 、
文
末の
カ
は
「
疑」
を
表

わ
す 、
そ
うし
て
文
中の
ヤ・
カ
に
は「
問」
か
「疑」
か
の
区
別のっ
けに

くい
場
合
も
ある
とい
う
従来の
考え
方で
は
律せ
ら
れ
ない
用
例の
多い
乙

と
か
ら 、
文
中の
ヤ・
カ
と
「疑」
「
問」
と
の
関
係は 、
ヤ・
カ
と
推
量の

助
動
詞
と
の
照
応の
有無を
基
準と
し
て
研
究
する
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し

て 、
三
項目に
ま
と
め
ら
れ
る
結
論を
示し
た
もの 。
乙
の
問
題を
解
明
する

の
に
最
適な
作
品で
ある
今
昔
物
語
集を
資
料と
し
たζ
と
もあっ
て
文型と

意
味と
が
美し
く

対応し 、
き
わ
め
て
説
得
力が
ある 。
乙
の
結
果 、
ャ・
カ

の
正
しい
解
釈が
文
法的に
可
能に
なっ
た 。
乙
の
稿の
筆
者は 、
かつ
て 、

土
左
日
記
中の
「浪の
立つ
削引乙
と」
とい
う
部
分に
つ
い
て 、
乙
の
場

合 、
浪の
立つ
の
を
現に
見てい
る
の
で
ある
か
ら「な
る」
は
伝
聞・
推
定

で
は
お
かしい
とい
う
説
明に
遭
遇
し
た
乙
と
が
ある
が 、
連
体形
「な
る」

は
「
終
止な
り」
に
し
か
な
く
「連
休な
り」
に
はない
活
用
形で
ある
か
ら

(ただし 、
「なるべ
し」「なるらむ」
というのはある〉 、
どん
な
に
お
か
し
くと

も 、
「立つ
な
るこ
と」
の
「な
る」
は 、
kx
法骨に
は 、
「
終止な
り」
すな
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法
わ
ち 、
い
わ
ゆる
伝
聞・
推
定な
の
で
ある 。
こ
の
「な
る」
がい
わ
ゆ
る
伝

間・
推
定で
あるこ
と
を
文
法
的に
きめ
て 、
そ
れか
ら 、
その
解
釈が
お
か

しい
な
ら
ば 、
伝
聞・
推
定の
内
実につ
い
て
考
え
る
の
が 、
正
しい

手順で

あ
ろ
う 。
文
法と
解
釈と
は 、
そ
うい
う
関
係に
ある
もの
で
あ
る
と
考
え

る 。
岡
崎
氏
@に
よっ
て 、
文脈
上
か
ら
は
「
問」
で
ある
か
「
疑」
で
ある

か
決
し
か
ね
る
例
も 、
構
文上
か
ら
そ
れが
決
定で
き
る
よ
うに
なっ
た
わ
け

で
あ
る 。

大
岩
氏
⑬は 、
「つ
つ」
の
本
義が 、
「
乍」
の
字
義ど
お
り 、
乙
と
が
らの

併
存と
し
て
対立・
平
行する
もの
を
示
すこ
とで
あるこ
と 、
中
古以
後い

わ
ゆ
る
反
覆・
継
続の
意
を
表わ
す
用
法が
現
わ
れた
が 、
そ
れ
は
また 、
複

数
者の
動
作
あ
るい
は
複
数
者に
対する
動
作を
示
す
もの
で
あっ
た
とい
う

氏
説
を 、
豊
富な
用
例に
よっ
て
補
強
し
た
もの 。

助
詞
その
もの
の
意
味につ
い
て
で
は
な
い
が 、
「
ずは」
の
意
味につ
い

て
の
論に 、

@宮
田
和一
郎
「正
しい
解
釈・
正
し
い
文
法
||平安時代のズハ

と上代

のズハ
||」(『解釈』

昭和四四年一
月)

@
比
島正
年
「『ず
は』
の
論

||宮田説K対して
||」

(『解釈』
昭和四四

年七月)

@
津
之
地
直一
「
万
葉
集に
於
ける
『
ずは』
の
語
法
||特に「ずは:・ま

し」
の
歌の
解釈について
||」(『愛知大学文学論叢』

三七)

な
ど
が
あっ
た 。

宮
田
氏
@は 、
「
今日
来
ずは(A)
明
日
は
雪と
ぞ
降
りな
ま
し
消え
ずは

(B)
あ
りと
も
花と
見ま
しゃ」
(古
今・
六三)
の
B
の
「
ず
は」
は
打

消し
の
「ず」
の
連
用
形に
係
助
詞「は」
のつ
い
た
もの
で
ある
が 、
乙
の

語
法は
平
安
時
代
新
生の
もの
で
あっ
て 、
上
代に
は
見
ら
れ
な
い 、
A
は
打

文

消し
の
「
ず」
の
未
然
形
に
仮
定
の
助詞
「は」
のつ
い
た
もの
で 、
ナ
イ

ナラパ・
ナ
イ
トシ
タ
ラ
な
ど
の
意
味で
ある
と
し
て 、
橋
本
進士口氏の
説を

否
定
し
た
もの 。
此
島
氏
@は 、
乙
れに
対する
反
論で 、
橋
本
説を
支持
す

る
もの 。
宮
田
氏の
場
合 、
「ず
は」
の
「は」
が
なぜ
「ば」
で
な
い
の
か

が
説
明
さ
れてい
な
い
が 、
橋本氏の
論は
「ずば」
で
はな
く
「ずは」
で

あるζ
と
か
ら
出
発し
てい
る
の
で
あ
り 、
橋
本
氏・
此
島氏が
形
態・
文
法

か
ら
解
釈に
むか
お
うと
し
て
お
ら
れ
る
の
に
対し
て 、
宮
田
氏は 、
解
釈か

ら
文
法の
説
明に
むかつ
て
お
ら
れ
る
の
で
あっ
て 、
ζ
の
稿の
筆
者は 、
前

に
述べ
た
よ
うな
文
法と
解
釈との
関
係につ
い
て
の
考
え
方か
ら 、
橋
本
説

の
方を
支
持
する 。

な
お 、
助
詞 、
助
動
詞に
わた
る
もの
と
し
て 、

⑧
橋本
進
吉
司助詞・
助
動詞の
研
究』(著作集第八冊)

@松
村明
編
品
川総
助
詞
助
動詞
詳
説』

が
刊
行さ
れた 。
特に
橋
本
氏
⑧は 、
待
望
久し
かっ
た
もの
で
あ
り 、
助
詞

・
助
動
詞
の一
つ一
つ
につ
い
て
の
具
体的
研
究
もお
さめ
ら
れてい
る 。
巻

末に
文
法
関
係三
冊の
総合
索引が
の
せ
ら
れてい
る
の
もあ
りがたい 。

五

次に
構
文
論
的
研
究に
属
する
もの
で
は 、

⑧大
坪
併
治
「
提
示
語
法
に
つ
い
て
||訓点資料と今昔物語とを中心に

||」(『佐伯梅改博国語学論集』)

ゴ古稀記念

⑧
門
前
真一「『お
の
がい
とめで
た
し
と
見
奉る』
に
主
述
関
係は
ある
か

||同格句説の検討
||」(『国語と国文学』

昭和四三年一
二月)

@
尾
崎
暢
狭
「
継
ぎて
見
す
らし
||『の
||連体形』

について
||」(『月

刊文法』
昭和四四年一一
月)

43 



@桑田明「係り結びとは
1「ぞ」「か」「や」
の場合
|」(『
諸
護

国語学論集』)

@
大
木正
義「『な
れ
ば』
『な
れど
(
も)』
の
構
文
論
的
機
能につ
い
て」

(『言語と文芸』
六三号)

⑬大木正義「『連体なり』
とその上接句との構文的関係」(『
一純一団

一鶏国語学
撃さ

な
ど
を
読ん
だ 。

大
坪
氏
⑧
は 、
提
示
語
法の
形を
分
類し 、
現
存
する
平
安時
代の
訓
点
資

料につ
い
て
その
実
際を
示し 、
そ
の
影
響の
及ぶ
状
態を
今
昔
物
語
集
を
中

心に
概
観
し
た
もの 。

門
前
氏
⑧は 、
「お
の
が」
の
「が」
が
同
格で
はな
く

主
格で
あ
る
こ
と

を
構
文
論
的に
論
証し
よ
う
と
する
もの 。
その
論
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れた
三

点の
う
ち 、
HH
自民O円目白片品O
E-
な
考
え
方で
ある
第二・
第三の
論
拠
を 、

む
し
ろ 、
乙
の
稿の
筆
者な
ど
は
重
視
する 。

尾
崎
氏
@は 、
当
該の
歌の
「ら
し」
が
終
止
形で
ある
か
連
体
形で
ある

か
に
よっ
て 、
一
首の
意
味内
容と
作
品と
し
て
の
評
価
が
違っ
て
くる
と
し

て 、
「
ら
し」
の
活
用
形につ
い
て
考
察し 、
そ
れが
終
止
形で
あ
る
と
して

よい
もの
で
ある乙
と
を
述べ
た
もの 。
た
し
かに 、
上
代に
「の」
を
承
け

て
終
止
形で
結ぶ
用
例は
皆
無で
はない
の
だ
が 、
形
容
詞
の
活
用は 、
岡
村

氏
⑤
田
中
氏
⑥な
ど
が
述べ
てい
る
よ
うに 、
十
分に
発
達
し
て
はい
な
かっ

た
し 、
さ
らに 、
「ら
し」
の
場
合は 、
事
情が
特
別で 、
結
局
十分
に
発
達

せ
ずに
終っ
て
し
まっ
てい
る
の
で 、
問
題
を
動
詞
な
ど
まで
に一
般
化し
て

考
察する
必
要が
ある
か
ど
うか 。

桑
田
氏
⑧
は 、
佐
伯
梅
友
氏が 、
「
己
然
形
lか」

「
己
然
形
ーや」

が
係
り

で
は
な
く

言い
切
りの
は
さ
みζ
みで
あ
り 、
そ
れに
続
く

結びで
ある
と
見

られる部分は実は係りのない連体形止めであると説かれたζとか

ら 、
普通に
係
り結びの
現
象と
さ
れ
る
もの
の
中に
もその
よ
うな
もの
が

い
く
らで
も
出て
くる
の
で
あ
り 、
そのこ
と
は
係
り
とい
う乙
と
自
体を
根

本
的に
考
えな
お
す
必
要を
語っ
てい
る
と
し
て 、
「ぞ」
「や」
「か」
につ

い
て
論じた
もの 。
常識
を
信じて
疑わな
かっ
た
者に
とっ
て
は
驚きで 、

え
え

教
え
ら
れ
る
とと
ろ
は
多い
が 、
@
巳
然
形は
連
体形に
「
獲」
「得」
また

は
「
所」
のつ
い
た
もの 、
@「い
と
若み」
は
動
詞
相
当
連
語
「い
と
若
見

る」
の
連
用
形 、
「思ひ
無み」
は
動詞
相
当
連
語
「思ひ
無
見る」
の
名
詞

形 、
。
助
動
詞
「む」
の
語
源
は
文
献
以
前に
存
在し
た
「思
ふ」
意
味
の

a''hv
 

「思
む」
とい
う
語に
求め
ら
れ
る 、
@「ら
む」
「ら
し」
は 、
「
占思
む」

「占あし」(「あし」
は「状態ダ」
の意味の形式形容詞だったと想定する〉

か
ら
来て
お
り 、
「けむ」
は
過
去の
「き」
の
終止
形に
「思
む」
のつ
い

た
もの 、
な
ど
とい
う
語
源
説に
は 、
後
藤
氏
⑬の
場
合と
同
じ
意
味で 、
異

論を
と
な
え
る
人
が
少な
くない
で
あ
ろ
う 。

大
木
氏
@は 、
「さこ
そは
あ
りけめ
な
れど」
「
奇
惟の
ふ
る
まひ
ど
もが

有
り小心
削判ば」
な
ど
の
「な
り」
につ
い
て 、
そ
の
構
文的
機
能
を
考
察

して 、
「当
面
問題の
『な
り』
は 、
そ
の
上
位語
句を
構
文上の
文と
しつ

つ 、
述
語
文節を
構成
する
要
素
に
なっ
てい
る」
とい
う
解
釈を
与
えた
も

の 。
し
か
し 、
「
構
文上の
文と
し
つ
つ 、
述
語
文
節を
構成
する」
と
はど

うい
うこ
と
か 。
ζ
の
場
合 、
問
題は 、
む
し
ろ 、
「な
り」
が乙
の
よ
う
に

すで
に
陳
述の
営ま
れた 、
句な
らぬ
文の
単位に
下
接
するこ
と
は 、
ど
う

い
う理
由で
可
能に
なっ
た
か 、
とい
う
形で
悶わ
れな
け
れ
ばな
らない
の

で
は
な
い
か 。
こ
の
稿の
筆
者は 、
と
の
現
象が 、
格
助詞が
接
続助
詞
化
す

る
現
象と
軌
を一
に
する
もの
で
ある
と
考えてい
る 。
すな
わ
ち 、
「な
り」

は 、
主
格主
題と
関係
する
とこ
ろの 、
格助
詞な
らぬ 、
い
わば
格助
動
詞
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で
あ
る
が 、
格
助
詞
が 、
文の
内
部の
要
素を
承
接し
て
その
要
素の
文
中に

お
ける
格を
表
示
する
本
来の
機
能
か
ら 、
機
能
を
拡
大して
||乙

れ
を
格

機
能
の
弛
緩と
よん
で
もよい
ll 、

文
その
もの
を
承
接して
二
つ
の
文を

接
続
する
接
続
機
能
を
も
具
備
する
よ
うに
なっ
た
と
同
じよ
うに 、
格
助
動

詞
「な
り」
も 、
格
表
示の
機
能
だ
けで
な
く 、

文を
承
接して
二
つ
の
文を

接
続
す
る
機
能
を
も
具
備
する
よ
うに
なっ
た
と
説
明
し
うる
の
で
ある 。
こ

の
よ
うに
考
え
れ
ば 、
接
続
の
機
能を
具
備
す
る
「な
り」
が
「な
れ
ば」

「な
れ
ど(も)
」
とい
うよ
うな
接
続
助
詞
的な
形態で
し
か
存
在し
な
い
の

も 、
当
然
のと
と
と
し
て
理
解で
き
る 。

その
他に
も 、
二 、
三
の
論
文
は
あっ
た
けれど
も 、
概
し
て 、
構
文
論
的

研
究は
少な
い
よ
うに
感
じ
ら
れ
る 。
し
か
し 、

史的
研
究に
あっ
て
も 、
構

文の
問
題
は 、
文
法
論の
中心
を
し
め
る
は
ずの
もの
で
あ
り 、
乙
の
方
面の

研
究が
さ
らに
盛ん
に
な
ると
と
を
期
待
し
な
い
で
はい
ら
れ
な
い
の
で
あ

ヲ② 。

...... 
J、

法

長
後に 、
以
上に
はふ
れ
ら
れな
かっ
た
もの
の
う
ち 、
文
法
論に
関
係の

深い
もの
につ
い
て
み
る 。
た
だ
し 、
すで
に
紙
幅が
全
くっ
きて
い
る
の
で 、

簡
略に
従わ
ざ
る
を
え
な
い 。

@
小
林
賢
次
「否
定
表現の
変
遷

||『あらず』
から『なし』
への
交替現

象につ
いて
||」(『国語学』

七五集)

は 、
富
士
谷
成
章や
佐
伯
梅
友
氏に
よっ
て
指
摘
さ
れて
い
る
「
あ
ら
ず」
か

ら
「な
し」
へ
の
交
替
現
象を
詳
細に
あとづ
けた
労
作 。

@
浦
部
重
雄
「大
鏡に
お
ける
接
尾
語
『た
ち』
『ど
も』
の
用
法」(『国語

国文』
昭和四三年五月)

文

は 、
大
鏡に
お
い
て
「た
ち」
と
「ど
も」
と
が
その
待遇
上
区
別
さ
れて
い

ると
と
を
述べ
た
もの 。
乙
れ
まで
の
常識
的理
解を一
段と
深め
させ
て
く

れ
る 。⑧

伊
牟国
経
久
「平
安
時
代
仮
名和
文の
『おな
じ
き』
の
用
法」
(『国語

学』
七四集〉

は 、
平
安時
代の
和
文K
用い
ら
れて
い
る
「お
な
じ
き」
を「お
な
じ」
と

の
対比 、
院
政期
の
用
例と
の
対比に
おい
て
検
討し 、
その
用
法を
明
らか

に
し
た
もの
で
ある
が 、
むし
ろ
語
史の
項に
ゆ
ずるべ
きか 。

@
佐
藤
宣
男
「『な
|そ』

の
所属につ
い
て」(『藤女子大学国文学雑誌』

7)
 

は 、
「な」
が
陳
述の
副
詞で
ある
と
結
論
する 。

@
小
池
清
治
「『
来し
方』
と
『
来し
方』」(『言語と文芸』
六三号)

⑧
武
田
孝
「『ζ
し』
と
『き
し』
ll『来し』『来しか』

のよみ方
||」

(『解釈』一
七一
号〉

は 、
ほ
とん
ど
同一
の
内
容で
ある
が 、
小
池氏
@に
よ
れ
ば 、
初め
「乙
し

方」
が
存
在し 、
後に
「きし
方」
が
発
生
した 、

平
安
時
代に
は 、
「き
し

方」
が
時
間
的
経
過
すな
わ
ち
過
去
を 、
「ζ
し

方」
が
空
間的
経過
すなわ

ち
来た
方
向を
表わ
し
た 。
そ
う
して 、

鎌
倉時
代に
な
る
と 、
両
者の
関
係

が
逆
転
する
とい
う 。
と
の
論に
よ
り 、
「来し
方」
の
読み
方
と
解
釈とに

一
つ
の
基
準が
与
え
ら
れた乙
とに
な
る 。

敬
語に
関
する
論
は
多く 、
興
味
深く
読ん
だ
もの
だ
けで
も 、
十を
越
え

る
が 、
そ
れ
らの
多くは 、
語
集
論
もし
くは

文
体
論の
項に
ゆ
ずるべ
き
も

の
で
ある
か
ら 、
と
の
稿で
は
取
りあ
げな
い 。

@
水
谷
静
夫
弓:八
未
然
形Vパ
コ
ソ
メ』
の
論理
分
析」(『
鋲
控訴

上代文学論叢』)
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は 、
上
代
詩の
標題の
文型を
現
代
記
号
論理
の
立
場
か
ら
検
討
し 、
「日
本

語の
論理
性」
とい
う
問
題に
切
りζ
ん
だ
論 。
いつ
もな
が
ら 、
水
谷
氏の

論
か
ら
は 、
論理
的
とい
うよ
り
は
論理
その
もの
を
教
え
ら
れ 、
記
号
論理

学の
重
要
性と
必
要
性と
を
痛
感
させ
ら
れ
る 。

七

以
上 、
繁
簡よ
ろ
し
き
を
えな
い
が 、
取
り
あ
げた
論
文に
はな
るべ
くコ

メン
ト

を
付
する
よ
うに
努
力
し
た 。
そ
れ
は 、
当
然のと
とな
が
ら 、
展
望

は
論
文
名の
単な
る
羅
列や
そ
れ
らの
内
容の
紹
介で
あっ
て
はな
らな
い
と

い
うこ
の
稿の
筆
者の
考
え
方に
も
とづ
く
もの
で
ある
が 、
同
時に
また 、

展
望
を
書
く

者が 、
展
望の
中に
取
り
あ
げら
れた
論
文の
筆
者や
逆に
取
り

あ
げら
れな
かっ
た
人 、
さ
らに
は
その
展
望
を
読
む
人々
に 、
き
び
し
い
批

判
を
浴せ
ら
れ
る
もの
で
あるζ
と
も 、
乙
の
稿の
筆
者
は
承知
し
てい
る 。

読
み
落し
ゃ
読
み
誤
りに
よ
る
見
当
ち
がい
の
意
見ゃ 、
浅
学
未
熟な
る
が
故

の
不
遜
俗
越
な
放
言
は 、
寛
恕
願わ
な
け
れ
ばな
らな
い
が 、
大
方の
ど
批正

を
お
願い
申
し
あ
げる
次
第で
ある 。
科
学は
弁
証
法
的に
発
展
させ
ら
れ
る

べ
き
もの
で
ある
に
もか
か
わ
ら
ず 、
わ
が
国
語
学
界に
は
建
設
的な
議
論が

少な
す
ぎ
る
よ
うに
感じ
る
の
は 、
乙
の
稿の
筆
者だ
けで
あ
ろ
う
か 。

先
回の
展
望で
「
現
代
語」
を
担
当さ
れた
鈴
木
重
幸氏
は 、
現
代語の
研

究の
多くが
その
資
料
と
し
て
作
例を
用い
てい
る乙
と
を
指
摘
し
て 、
「わ

れ
わ
れ
が
必
要に
応じ
て
作る
作
例
は 、
多くの
ば
あい 、
不
自然で
ある
か

貧
弱で
ある 。
また 、
その
と
きの
関
心に
よっ
て
かた
よ
りが
ある 。
だ
か

ら
そζ
か
らひ
き
だ
さ
れ
る
結
論
は 、
い
き
おい 、
かた
よっ
た 、
ま
ずしい

もの
に
な
りが
ちで
ある 。
そ
れが
また 、
理
論の
う
えに
は
ね
か
えっ
て
き

てい
る
の
で
はな
い
か 。」
と
述べ
て
お
ら
れ
る
が 、
ζ
の
稿の
筆
者
は 、
作

例
を
用い
ると
とが
単に
「安
易な
方
法」
で
ある
と
は 、
決
し
て
考
え
な

い 。
む
し
ろ 、
ζ
の
演
縁的
方
法乙
そ 、
今
後お
し

進め
るべ
き
方法で
ある

と
考
え
る(北
原保雄「文法論」
八『言語と文芸』
六九号V)。
し
か
し 、
そ

れ
は
そ
れ
と
し
て 、
文法の
史的
研
究に
おい
て
は 、
現
代語の
場
合と
は
全

く
逆に 、
資
料の
調
査
だ
けで
能
事
終れ
りと
してい
る
論が 、
い
まだに
多

い
よ
うに
感じ
ら
れ
る 。
た
し
かに 、
調
査
に
も目
的や
そ
れに
適
し
た
方
法

が
あるの
で
ある
か
ら 、
そ乙
に
すで
に
その
研
究
者の
論理
が
含
ま
れで
あ

ると
と
は
否
めな
い
が 、
調
査の
結
果は
現
象の一
面で
し
かな
く 、
そ
れ
を

現
象させ
てい
る
本
質は 、
その一
面
的な
現
象た
る
デ
l

タ
か
ら
論理
的に

説
明
さ
れる
もの
で
あ
ろ
う 。
そ
うし
て 、
我々
が
求め
てい
る
の
は 、
その

本
質で
はな
い
の
か 。
武
谷三
男
氏の 、
現
象
論的
段
階・
実
体
論的
段
階・

本
質
論
的
段
階とい
う 、
科
学研
究につ
い
て
の
「三
段
階
論」
が 、
と
と
に

あ
らた
め
て
思い
合わ
さ
れるの
で
ある 。
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